
社

！

モ
ン
ゴ
ル
の
東
輸
で
１
９
８
９

年
６
月
、

「
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
」

と
呼
ば
れ
る
掛
争
が
起
き
た
。

図
鶴
線
を
め
ぐ
る
小
覇
り
合
い

が
、

旧
瀧
州
固

（
晏

・
中
圏
東
北

地
方
）
に
い
た
関
東
軍
と
旧
ソ
連

の
機
般
化
卸
観
の
確
笑
に
拡
大
。

４
カ
月
間
で
日
本
側
２
万
人
、

ソ

連
側
２
万
６
千
人
が
打
陽
し
た
。

事
控
を
や
が
て
始
ま
る
第
２
次
大

戦
の

一郷
ら
れ
ぎ
る
始
点
」
と
み

る
研
究
が
欧
米
で
今
相
次
ぐ
。

裕

年
以
上
縁
て
も
見
直
し
の
畿
避
が

は
る
こ
の
事
件
に
ひ
か
れ
た
。

日
本
長
は
敗
戦
車
に
火
炎
紙
で

政
桜
を
な
掛
け
、

夜
鍵
で
ソ
連
軍

に
立
ち
向
か
っ
た
。

大
分
典
別
府

市
の
は
藤
栄
三
（９７
）は
ヽ

も
は
や

数
少
な
い
元
従
霊
兵
士
の
一
人

だ
。

購
閣
に
紛
れ
て
敵
陣
の
数
貯

商
ま
で
は
い
進
ん
で
一斉
に
突
撃

し
、

出
げ
遅
れ
た
ソ
連
展
を
銃
剣

で
突
い
た
体
験
を
寛
朝
に
語
っ
て

く
れ
た
。

遅
れ
れ
ば
録
食

「不
意
を
突
か
れ
て
向
か
っ
て

来
る
相
手
な
ん
て
、

ま
ず
い
ま
せ

ん
ぐ

で
も
、

碗
る
く
な
る
前
に
引

き
揚
げ
な
き
ゃ
。

退
れ
れ
ば
絶
撃

の
何
食
で
す
」
と
佐
藤
は
語
る
，
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村上春脳が描いた国家
周
到
な
準
備
を
経
て
ソ
遼
軍
は

同
年
８
月
抑
日
、

南
北
約
７０
ゴ
に

及
ぷ
全
駐
級
で
総
攻
撃
に
出
た
。

佐
藤
が
い
た

「
バ
ル
シ
ャ
ガ
ル
苗

地
」
は
最
後
の
激
戦
地
だ

っ
た
。

選
日
の
猛
欧
に
耐
え
、

Ю
営
目

の
未
明
、

大
隊
約
３
０
０
人
が
脱

出
を
説
み
た
、

７
観
悶
、

飲
ま
ず

食
わ
ず
。

陽
き
と
鋭
え
と
疲
労
で

ど
こ
を
ど
う
歩
い
た
か
覚
え
て
い

な
い
。

明
け
方
、

後
方
部
盟
と
合

流
し
、

へ
た
り
込
ん
だ
。

戦
場
の

「掲
き
」

そ
の
渇
き
を
村
上
審
甜
（
６６
）
は

「
お
じ
ま
き
鳥
ク

ロ
ニ
ク
ル
」

（
鶴
毎
勇
縮
）
で
描
い
た
。

彼
が

長
編
小
議
で
初
め
て
描
い
た
戦
争

が
、

こ
の
事
件
だ
っ
た
。

『
ノ

モ
ン

ハ
ン
に
は
ま

っ
た
く

水
が
な
か

っ
た
』

『世
の
中
に
憾

が
渇
く
く
ら
い

つ
ら
い
こ
と
は
な

い
」
．

従
軍
し
た
本
田
を
人
は
登

人
公
オ
カ
ダ

・
ト
オ
ル
に
語
る
。

慾
議
寵
鞠
畔

捕
ま
り
、

同
行
し
た
山
本
は
生
き

た
ま
ま
全
身
の
度
を
は
が
れ
、

間

富
は
深
い
言
井
戸

へ
飛
び
込
ま
さ

れ
る
。

間
寓
が
脚
の
中
で
実
際
に

味
わ

っ
た
経
限
状
況
と
、

オ
カ
ダ

が
近
所
の
構
れ
斉
戸
の
騒
で
体
験

す
る
個
人
の
深
層
意
識
へ
の
旅
。

こ
の
隅
格
ぶ
り
が
、

戦
争
体
験
を

継
承
す
る
こ
と
の
絡
望
的
な
困
難

さ
を
階
示
し
て
い
る
と
購
じ
た
。

「
村
二
番
柑
イ

エ
ロ
ー
ペ
ー

ジ
」
の
番
群
が
あ
る
文
芸
評
論
家

の
加
藤
典
洋
（Ｇ７
）
を
訪
ね
た
。

加

藤
は

「
村
上
の
作
品
に
は
、

日
本

と
ア
ジ
ア
の
関
係
へ
向
け
た
視
線

が
通
葵
低
音
の
よ
う
に
あ
る
。

オ

カ
ダ
の
行
為
ほ
、

あ
の
戦
争
と
ど

う
向
き
合
う
か
と
い
う
戦
後
生
ま

れ
の
日
本
人
の
課
題
を
承
し
て
い

る
」
と
爾
る
。

「
ノ
モ
ン
ハ
ン
事

件
は
郷
名
度
は
低
い
割
に
、

世
界

的
に
大
き
な
背
景
を
持
つ
。

そ
れ

を
ど
う
評
す
る
か
は
、

歴
史
認
識

を
測
る

『試
験
紙
」
に
な
る
」

ノ
モ
ン
ハ
ン
で
優
位
を
得
た
ツ

題
は
同
跡
日
、
ド
イ
ツ
と
不
可
役

条
約
を
締
結
。

ソ
連
と
英
仏
の
撲

撃
を
当
面
避
け
た
独
軍
は
９
月
１

日
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
ヘ
侵
攻
し
、

第

２
次
大
職
が
始
ま
っ
た
３

ソ
連
も

日
本
と
停
戦
翌
日
の
闘
１７
日
、

ポ

ー
ラ
ン
ド
を
攻
賂
。　

一
方
、

欧
州

開
戦
を
お
膳
立
て
し
た
形
の
日
本

は
２
年
後
、

南
進
政
策
を
選
ん
で

対
米
開
職
に
姦
る
。

日
本
の
数
困

の
多
く
は
、

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
で

も
見
い
だ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

何

一
つ
教
馴
を
学
ば
ず
、

南
方

で
同
じ
失
敗
を
圧
倒
的
規
模
で
繰

り
返
し
た
―
―
，

紀
行
文

一ノ
モ

ン
ハ
ン
の
鉄
の
基
揚
」

（９４
年
）

で
村
上
は
そ
う
述
べ
、

現
代
日
本

を

『
一
度
む
け
ば
、

そ
こ
に
は
や

は
り
以
前
と
同
じ
よ
う
な
密
閣
さ

れ
た
圏
霊
組
織
な
り
選
怠
な
り
が

煉
た
と
思
づ
い
て
い
る
』
と
評
し

た
。

個
人
間
の
戦
争
体
験
の
断
絶

と
対
駿
さ
れ
る
の
は
、

一
貫
し
て

曇
力
的
な
圏
家
の
本
質
だ

っ
た
。

＝
故
称
路

（報
集
委
員
・
文
井
崎
三
）

◇

近
年
、

縮
た
な
光
が
当
た
る
ノ

モ
ン
ハ
ン
事
件
。

作
家
た
ち
が
こ

の
事
件
を
舞
台
に
路
い
た
団
察
の

姿
と
現
地
に
残
る
戦
聞
の
協
渡
か

ら
「近
代
日
本
の
職
争
」
を
回
う
。

０
ノ
モ
ン
ハ
ン
戦
跡
の
最
北
増

「
フ
イ
南
地
」

か
ら
望
む
ハ
ル
ハ
河
，

対
好
に
精
貯
し
た
旧
ソ

連
軍
陣
地

（右
奥
）
の
方
が
棟
議
伊
数
十
肘
高

く
、

日
本
冊
は
ほ
ぼ
丸
見
え
だ

っ
た
＝
２
０
３

４
年
６
月
、

モ
ン
ゴ
ル
束
部
、

永
井
始
二
擁
解

０
ノ
モ
ン
ハ
ン
寧
件
の
最
前
線
へ
向
か
う
日
本

兵
”
１
９
３
９
年
７
月
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加
人
命
軽
視
の
無
一

一
難

騨

轍

鋼

■
れ
た
日
寮
共
同
鶏
藍
団
に
ホ
も
同

！■
行
し
た
。

最
後
の
激
戦
地

「パ
ル

ー
シ
ャ
ガ
ル
露
地
」
北
総
に
旧
ソ
連

軍
の
艦
地
跡
が
あ
っ
た
。

一行
は

■
衝
墨
写
真
の
解
析
で
位
置
を
予
測

■
し
、

小
遺
か
ら
約
２
ｒ
外
れ
た
遺

■
鵜
に
調
達
し
た
。

地
元
の
研
究
者

！　
も
全
く
知
ら
な
い
職
跡
だ
っ
た
。

臨
主
団
が
発
見
し
た
旧
ソ
連
軍

「駐
選
騒
型

蘇
あ
平
コ
母

的

１
す
の
間
に
４
と
の
数
壕
が
掘
ら

れ
て
い
る
＝
山
本
出
伍
さ
ん
作
田

諜

無
反
省

小
詠
難
の
五
味
川
純
平
は
範
録

作
品

「ノ
モ
ン
ハ
ン
」

（
１
９
７

４
年
）
で
、

縦
深
降
地
に
繰
り
返

し
一尊
及
し
て
い
た
。

憩
瞬
理
座
厚
い
と
い
う
か
、

寵

０

「
フ
イ
再
鶴
」
に
残
る
旧
畠
本
■
の
章
機
跡
で
見
つ
か
っ
た
サ
イ
ダ
ー
摘
。

対

戦
〓
故
母
の
火
技
箱
に
使
わ
れ
な
と
み
ら
れ
る
は
２
０
１
４
年
６
月
、

モ
ン
ゴ
ル

車
部
、

永
弁
靖
二
娘
影
０
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
前
線
で
慎
ツ
基
■
の
不
発
弾
壌
抱

え
る
旧
酸
事
の
兵
と
ら
＝
１
９
８
９
年
マ
月

五昧川純平が怒った「肉政」

深
が
と
も
か
く
環
い
か
ら
、

一検

を
振
い
て
も
、

二
線
に
引
っ
か
か

っ
て
激
さ
れ
て
し
ま
う
ん
だ
』
。

ポ

轟

薔

海
額

鶴

辞

い
よ
う
に
燃
え
た
。

し
か
し
、

あ

れ
は
盟
余
の
一策
だ
ね
。

ま
と
も

な
機
法
じ
ゃ
な
い
。

何
十
魁
も
あ

る
鉄
の
塊
が
走
っ
て
来
る
ん
だ

ろ
、

そ
れ
へ
人
隅
が
サ
イ
ダ
ー
瓶

を
持
っ
て
跳
ぴ
か
か
っ
て
行
く
な

ん
て
、

正
気
の
沙
漁
じ
ゃ
な
い
」

ノ
モ
ン
ハ
ン
の
停
職
時
、

五
昧

偲

鶴

。　
憲

露

も
な
し
に
戦
車
と
田
わ
さ
れ
て
い

る
と
ぃ
ぅ
こ
と
が
、

強
烈
に
心
に

角
き
つ
い
た
。

い
つ
の
日
に
か
、

私
た
ち
も
そ
う
な
る
で
あ
ろ
う
ち

と
、

当
鯖
の
廟
協
を
作
品
の
日
顕

に
配
し
た
。

そ
し
て
８
年
後
ヽ
関

東
軍
兵
士
と
な
っ
た
独
は
は
る
か

に
勢
勢
の
触
勝
へ
投
入
さ
れ
た
。

第
２
次
大
職
最
末
期
の
４５
年
８

月
温
日
、

彼
は
旧
橘
州

（窮
・中

国
東
北
地
方
）
東
部
臣
境
で
ツ
選

軍
職
革
部
隊
に
逆
遜
。

中
隊
１
６

８
人
中
、

生
存
は
４
人
。　

翌
す欄

攣

鵜
零

髄

磁

砕

を
投
げ
た
ほ
ど
の
こ
と
も
な
か
っ

た
」
と
い
う
。
８
年
関
で
進
ん
だ

の
は
兵
器
の
性
能
よ
り
も
、

人
間

を
消
耗
品
と
見
る
日
本
軍
の
発
想

だ
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
。

五
昧
川
ほ
生
き
携
っ
た
兵
士
ら

を
指
揮
し
て
舶
州
を
逃
げ
延
び
、

日
本
へ
奇
飾
的
生
整
を
果
た
す
。

体
験
を
経
に
し
た
軽
柄
小
舗

「人

由尻
基
継
」

（５８
年
舞
緒
）
は
、

全
●
器
で
辞
１
８
０
０
万
部
を
超

え
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。

「聾
た
ち
の
二
・
三
六
事
件
」

額
が
」が

軽

招
撤
史
の
墓
面
を
担
い
続
け
る
作

錬
、

輝
地
久
横
（阻
）は
、

独
立
前

の
館
年
か
ら
７
年
間
、

彼
の
助
手

だ

っ
た
。

既
に
売
れ

っ
子
だ

っ
た

す

・

「五期
群
鑑
覇
鞠
鞠
灘

「ノ
モ
ン
ハ
ン
」
は
多
忙
を
経
っ

て
書
き
上
げ
た
。

澤
地
は

「自
身

の
職
据
体
験
も
含
め
、

康
点
と
も

い
え
る
ノ
モ
ン
ハ
ン
だ
け
は
、

創

作
で
は
な
く
配
無
と
し
て
盛
し
た

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と
簿
る
。

兵
器
の
空
勢
唱
兵
士
の
血
↑
肉

腋響
興
に
紹
郊
蕊

い
お
。

作
中
、

ら
の
無
策
を
怒
り
な
が
ら
観
曖
し

た
。　

一ノ
モ
ン
ハ
ン
職
は
そ
れ
を

柾
明
し
た
が
、

帝
目
陸
軍
は
そ
の

証
理
を
翻
め
よ
う
と
し
な
か
っ

た
。

砲
火
に
対
し
て
は
夜
盤
に
よ
一

る
突
嬰
を
、

機
革
に
対
し
て
は
肉

配
を
、

と
い
う
墓
本
方
式
を
変
え
一

る
こ
と
な
く
、

キ総
べ
客
杢
窒
γ

こ
と
に
な
る
』
　
　
　
＝
鮫
称
路

露

二
）
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固

ノ
モ
ン
ハ
ン
軍
件
で
旧
ソ
連
軍

司
令
部
が
紐
か
れ
た
丘
に
「モ
ン

”戴
糖
鑑
轟

や
長
士
を
標
し
た
阻
鶴
肝
の
銅
盤

レ
リ
ー
フ
を
中
空
に
支
え
る
。

モ
ン
ゴ
ル
は
言
件
を

「
ハ
ル
ハ

河
戦
争
」
と
呼
び
、

順
日
本
電
の

優
路
を
盟
部
ツ
選
と
選
け
た

「組

圏
防
衛
の
畿
い
」
と
す
る
。

親
憲

韓
の
地
元
ス
ン
ペ
ル
村
に
は
職
勝

縛
物
館
が
あ
り
、

英
雄
た
ち
の
織

い
ぶ
り
を
震
示
し
て
い
る
。

だ
が
、

撃
件
は
モ
ン
ゴ
ル
に
深

鶏

爆

戦

繋

統
玉

躍

れ
た
中
圏
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
な

ど
、

広
域
で
碁
ら
し
て
き
た
。
２

０
１
４
年
１１
月
に
６４
歳
で
宛
去
じ

た
戦
勝
博
物
館
元
盤
曇
イ
シ

・
ニ

レ
パ
ー
タ
ル
は
生
前
、

「
ハ
ル
ハ

河
戦
争
と
以
後
準
世
泡
趣
い
た
潮

ソ

一
超
観
の
政
策
で
、

中
国
に
い

る
組
類
や
友
人
と
の
音
宿
は
途
絶

え
た
」
と
謡

っ
て
い
た
。

モ
ン
ゴ

ル
の
近
代
史
は
、

現
在
ま
で
統
く

民
換
分
断
の
歴
史
で
も
あ

っ
た
。

中
国
東
北
地
方
を

「
生
命
線
」

と
位
置
づ
け
て
い
た
日
本
は
、

そ

の
分
断
の
過
程
に
深
く
閲
わ

っ

た
。

「機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
」
の
作

麺
欝

誰

鍛

「
れ

除
輪

ト
ロ
ツ
キ
ー
」

（
１
９
９
６
年
完

緒
ウ
で
、

旧
織
州
圏
の
モ
ン
ゴ
ル

系
督
年
ウ
ム
ボ
ル
ト
を
主
人
公
に

胎
難
伽基
譜
路
裕

特
務
機
関
員
だ

っ
た
日
本
人
の

空
と
、

戦
古
族
の
母
と
の
間
に
生

ま
れ
た
ウ
ム
ボ
ル
ト
は
、

関
東
軍

参
練
の
辻
政
億
に
見
込
ま
れ
、

８８

年
６
月
、

首
都
新
京

（現

・
最
春

市
）
の

「建
田
大
学
」

へ
編
入
さ

せ
ら
れ
る
。

抗
ヨ
楢
励
や
上
海
で

の
結
線
戦
に
調
葬
さ
れ
な
が
ら
、

湘
州
圏
露
の
寮
百
膜
の
部
隊

「
果

安
軍
」
少
尉
と
し
て
ノ
モ
ン
ハ
ン

へ
赴
く
。

台湾締陥で「擁は競抑醇離胸憾

な
が
ら
も
、

米
来
を
切
り
聞
こ
う

と
番
踊
す
る
者
者
を
描
き
た
か
っ

鵬虚
麟
輩綸
朝鮮
寵

と
の
逸
語
を
絡
め
な
が
ら
、

ウ
ム

ボ
ル
ト
は
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
最

前
線
で
消
思
を
絶
つ
。

「
岡
家
が

語
り
た
が
る

中
大
き
な
勉
穂
』
で

は
な
く
、

こ
ほ
れ
落
ち
る
部
分
に

こ
そ
歴
史
の
翼
箕
は
あ
る
」
と
い

う
思
い
か
ら
、

設
着
側
の
し
か
も

少
数
派
を
主
人
公
モ
選
ん
だ
。

勝
巻
だ

っ
た
は
ず
の
モ
ン
ゴ
ル

に
は
臣
政
の
嵐
が
政
き
荒
れ
た
。

２４
年
１１
月
に
成
立
し
た
世
界
２

番
目
の
共
産
主
義
国
家

「
モ
ン
ゴ

ル
人
民
共
和
国
」
は
、

ソ
連
の
統

昼
国
と
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
の
指
導

下
に
あ

っ
た
。

政
治
的
対
立
が
引

き
起
こ
し
た

手粛
満
」
が
、

３７
年

か
ら
４０
年
代
ま
で
続
い
た
。

「反

革
命
」

「日
本
の
ス
パ
イ
」
な
ど

と
し
て
処
刑
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
臨

民
は
、

政
細
首
脳
や
軍
幹
部
も
合

む
７
打
ヽ
８
万
人
。

ノ
モ
ン
ハ
ン

事
件
の
死
者
の
３
倍
に
及
ぷ
，

そ
の
窯
態
が
研
究
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、

既
年
の
ソ
遼
麟

題
後
だ
。

立
命
館
大
学
で
２
０
１

３
毎
需
に
縛
士
号
を
得
た
ツ
ム
ル

バ
ー
タ
ル

・
ナ
ル
マ
ン
ダ
ハ
（８５
〕

は
着
手
研
究
者
の

一
人
だ
。

競
溝

と
そ
の
背
景
ま
で
合
め
た
自
圏
の

近
代
史
を
調
べ
て
い
る
．

ド
イ
ツ
、

朝
鮮
半
脇
、

ベ
ト
ナ

ム
ー
ー
。

ノ
モ
ン
ハ
ン
軍
件
か
ら

続
い
た
第
２
次
大
機
と
東
西
冷
戦

で
、

分
野
さ
れ
た
民
族
や
闘
察
が

相
次
い
だ
。

「患
ま
わ
し
い
過
去

か
ら
目
を
替
け
ず
、

事
実
を
解
き

側
か
し
た
い
。

な
ぜ
こ
ん
な
森
劇

が
超
き
た
の
か
、

犠
牲
を
無
駄
に

し
な
い
た
め
に
も
教
訓
を
く
み
敏

ら
な
け
れ
ば
」
　

　

＝
敬
称
贈

（議

一
一）

ノモンハン

安彦良和 碁者の苦闘

0上 輩におけられ、単身で対戦車
攻撃のコ“様をさせられるウムポル
ト時 '疑儀の トロツキーJ(中 公
文藤コミ」ク版)内 らヽ

●日本と旧満州自の国藤を掲
げて歩晴に立つ典安車の兵士

‐1989年7月 、ノモンハン

な
―

すべてJ9内きは日本ED害作権蚕統審足督躍箕為程智脊横艶警無書は重事:



大阪本社

司馬遼太郎、執筆を断念

「餓
島
」生
ん
だ

軍
の
硬
直
化

陣
地
の
将
舞
７
５
９
人
は
４
日

間
水
も
な
く
、
５
分
間
に
４
０
０

発
と
い
う
盈
砲
撃
に
耐
え
、

職
車

に
火
炎
相
で
立
ち
向
か
っ
た
。

ソ

連
の
戦
配
は
彼
ら
の
発
激
さ
を
た

た
え
る
。

だ
が
、

生
存
者
２
６
９

人
を
率
い
て
戻
っ
た
井
慨
栄

一
中

佐
は

〔
独
断
撤
退
」
と
抵
め
ら

れ
、

警
銃
自
決
を
強
審
さ
れ
た
。

文
芸
器
秋
の
編
集
者
だ

っ
た
半

藤

一
剰
（
８４
）
は
７０
年
代
初
顕
、

「司
馬
さ
ん
か
ら

『
ノ
モ
ン
ハ
ン

を
簿
き
た
い
。

手
伝

っ
て
く
れ
る

か
」
と
煩
ま
れ
た
こ
と
籍
る
ぅ

半

藤
は
、

第
２６
通
隊
長
と
し
て
事
件

を
体
験
し
た
須
見
新
一郎
を
紹
介

し
、

最
初
の
取
材
は
長
野
県
の
須

見
宅
ま
で
劇
行
も
し
た
。

だ
が
、

敗
戦
時
に
陸
軍
の
関
東

軍
参
襟
だ
っ
た
瀬
路
龍
こ
と

「文

芸
番
秋
」

（７４
年
１
月
号
）
で
対

酸
し
た
の
を
避
閣
に
、

司
馬
は
須

見
か
ら
絶
縁
さ
れ
た
。

軍
幹
部
の

愚
劣
さ
に
替
し
ん
だ
須
見
に
は
、

元
参
裸
４
対
酸
し
た
司
馬
が
許
せ

な
か
っ
た
と
い
う
。

例
え
は
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
で
関
東

軍
の
作
機
主
経
参
際
だ
っ
た
服
部

卓
四
郎
は
４‐
解
７
月
に
大
本
留
年

職
課
最
に
、

閑
藁
軍
参
藻
だ
っ
た

迂
般
億
は
媛
年
３
月
に
同
課
作
戦

班
長
に
就
任
。

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
鵜

の
作
戦
を
指
郊
し
た
。

物
控
の
輸

送
離
力
を
考
慮
せ
ず
損
害
を
広
げ

た
ノ
モ
ン
ハ
ン
の
外
段
が
拡
大
再

生
産
さ
れ
、

島
は

「齢
路
」
と
呼

ば
れ
た
。

時
で
の
発
薪
約
２
万
人

の
う
ち
、

杓
１
万
５
千
人
が
繊
死

か
捕
宛
と
さ
れ
る
。

司
馬
が
普
し
ん
だ
の
は
、

取
材

先
と
の
関
係
よ
り
、

こ
の
園
が
抱

え
る
構
造
的
な
何
か
だ

っ
た
の
で

は
な
い
か
。

執
寄
の
見
通
し
を
懇

ね
た
半
藤
に
、

電
馬
は

「そ
の
話

は

一
切
し
な
い
で
く
れ
も
と
告
げ

た
、

『
ほ
く
が
ノ
モ
ン
ハ
ン
を
圏

陀揮
い施
期
報
繋
節牌

発ホ勘郊輔力韓碑難ヂ軸榊鞠韓北

輛邸鳩鋤翻伸髄輔「で陵臓鞠勅斡嫌

端難
益
鎌
雛
牢
議
麒

軽
選
鍮
瑠塔轟

”印錮
絶韓鵡郷
翻

牌朝
鏑
弾劉
離
譜
伊
軸

確韓輩際紳珊芋臥湘翻帳め”　的

される』と緒んだゴ御鯛鞠覗　囃『
す

由本のほ陸軍の壕 く右上の青い網目状の部分)
を、旧ソ連軍の砲座や戦車壌跡 (赤1 点ヽ状の
所〕7PI取り鶴んでいる=山 本連也さん作図

●ノモンハン事件の体戦後、ハイラルの共通り
で勝拝9の凱施 (がいせん)行 進をするお繊部
隊。大きな損害を出した戦開の実浦には描口
くかんこう〕令お靴 かれたと19釣年10月11閣



破
局
へ
の
展
開

資
料
が
語
る

リ】ペ
　
ノ
モ
ン
ハ
ン
の
職
跡
を
訪
れ
た

「
日
饗
共
同
調
査
回
は
２
０
１
４
年

舛
　

　

　

　

　

固

６
月
、

耕
８
カ
所
で
旧
ソ
連
の
超

大
型
陣
地
跡
を
総
認
し
た
。

国
壊

か
ら
５０
～
範
Ｆ
入
っ
た
大
革
原
。

い
ず
れ
も
Ｊ
Ｒ
山
浮
線
を
超
す
外

園
を
も
つ
対
職
郊
襲
は
、

恥
年
後

も
人
の
背
丈
の
深
き
が
あ
っ
た
。

越
留
さ
れ
た
軍
盤
品
や
車
爾
部

品
は
１
９
４
０
年
以
降
の
も
の
。

ソ
運
が
お
客
８
月
の
対
日
参
戦
で

物
盟
の
楽
撒
や
出
群
拠
点
に
使
っ

大阪本社翻日新聞 2015年 5月 12日

ノモンタヽン

た
と
み
ら
れ
て
い
る
，

ノ
モ
ン
ハ

ン
後
も
鮒
ツ
戦
を
意
識
し
統
け
た

関
東
軍
を
上
回
る
網
機
で
、

ソ
連

は
日
本
攻
陪
を
準
備
し
て
い
た
。

第
２
次
大
戦
の
終
幕
が
ソ
連
の

対
日
参
戦
だ

っ
た
よ
う
に
、

そ
の

端
緒
も
日
ツ
が
職

っ
た
ノ
モ
ン
ハ

ン
事
件
だ

っ
た
と
す
る
見
方
が
欧

米
に
現
れ
て
い
る
。

【内
陸
ア
ジ
ア
の
職
敵
の
地
で

職
わ
れ
た
こ
の
如
名
度
の
低
い
紛

争
が
、

ア
ド
ル
フ

・
ヒ
ト
ラ
ー
に

よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
、

お
ま
び

そ
の
後
に
続
い
た
あ
ら
ゆ
る
出
来

事
の
署
火
線
に
な

っ
た
時
。

米
国

の
研
究
者
ス
チ

ュ
ア
ー
ト

，
ゴ
ー

ル
ド

マ
ン
が

１２
年
に
出
版
し
た

「
ノ
モ
ン
ハ
ン
ー
９
３
９
　
第
二

次
世
界
大
職
の
知
ら
れ
ざ
る
始

点
」
は
そ
う
位
脱
づ
け
た
。

英
国

の
歴
史
安
ア
ン
ト
ニ
ー

・
ビ
ー
バ

ー
も
同
年
鶴
版
の

「
塙
ゴ
ｏ
∽
め
命

０
３
ユ

一■
〇
】
中島

一■
い
中
」
とを
】」
の

事
件
で
始
め
、
６
年
後
の
日
ソ
職

で
終
え
て
い
る
。

世
界
史
上
の
注
目
度
が
高
ま
る

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
。

最
も
群
細
な

戦
記
を
補
い
た
の
は
日
本
人
で
も

精
シ
ア
人
で
も
な
く
、

米
サ
ン
デ

ィ
エ
ゴ
用
立
大
学
教
授
の
ア
ル
ビ

ン

・
ク
ツ
ク
ス
だ

っ
た
。

彼
は
３０

年
を
超
す
研
究
と
延
べ
４
０
０
人

に
及
ぷ
関
係
者

へ
の
聞
き
取
り
か

ら

【
ノ
モ
ン
ハ
ン
　
革
康
の
３
ソ

職
―
１
１
９
８
９
‐一

（
原
著
櫛

年
）
を
著
し
た
。

経
過
の
詳
し
さ
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、

　
中
間
近
に
通

っ
て
い
た
太

平
薄
戦
争
か
ら
見
て
ノ
モ
ン
ハ
ン

想
歴
史
の
眠
回
点
と
し
て
位
繊
づ

け
ら
れ
る
』
と
、

第
２
次
大
戦
と

の
速
統
性
に
対
目
し
た
。

事
件
当

時
の
欧
州
情
勢
を

『第
２
次
大
騒

の
動
発
を
間
近
に
ひ
か
え
て
急
速

に
破
局
へ
向
か
っ
て
展
開
』
し
て

い
た
と
位
置
づ
け
、

ソ
連
側
の
作

職
が
そ
の
観
勢
と
運
助
し
て
い
た

奨
懇
を
資
料
と
証
言
で
承
し
た
。

事
件
当
鱒
、

彼
は
１５
戯
４

職
困

を
断
片
的
に
伝
え
る
米
紙
の
製
彊

が

『
ど
れ
ほ
ど
私
の
好
宙
心
を
か

き
立
て
た
か
、

今
で
も
は
っ
き
り

鐘
え
て
い
る
』
と
序
文
で
記
す
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
博
士
号
を

得
て
鞘
年
代
に
米
陸
軍
の
日
本
軍

事
史
研
究
部
員
と
し
て
来
日
、

事

件
の
研
究
に
没
頭
し
た
。

彼
の
著

邦離
対魏
鶏
膨
舞
い牌

藤瑯酵賄般湘ウ沖ッ・ス廃軸聴韓並

細球難懐弾れま調Ｘ鞍勢に感鞭嘘

手彬胸紳率的印部雑親難″帥醐銀

（鶴
）は
米
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
で
碁
ら
札
条

貯ぜい綴郵数般ぬ肺彬野換鞭帥帥

範悌赦晦姓れ続鞭Ｗ鵜艇い移硼加

の城能靭萌オ尭頗勲購中雅ぽ　鞠

獅推節染舶。「鋼猶郷態帥師榔　帥

翻
駆
諏
歎
荘静
産
齢

が
議
が
乱
鞠
拘
す

クックスが残した 兵士の声

骸=2014年 6月 、モンゴル索部、永井靖二撮影

●日本に宝拙布告して損曲欄圏へ侵攻し、ハル
ビン市綺へ入る1日ソ速翠の戦車‐1945年


